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1 序論 

 アメリカ文学で最も宗教的な作品の一つとされ

るThe Scarlet Letter (1850) で描かれている、ア

ーサー·ディムズデール(Arthur Dimmesdale)とへ

スター·プリン(Hester Prynne)の姦通事件が意味

するものには、単なる男女の一時の過ちにとどま

らず、全人類が各々に持っているとされるキリス

ト教的な原罪までもが含まれている。そのことは、

第一章The Prison-Doorで語り手自らがこのロマ

ンスを「人間の弱さと悲しみの物語」("a tale of 

human frailty and sorrow"48)と説明しているこ

と か ら も 明 ら か で あ る が 、 Nathaniel 

Hawthorne (1804-1864)は、この「罪」という極

めて抽象的な概念を描くために全作品を通じて多

くの工夫を凝らしている。特に、『緋文字』のなか

での最大の悪人であるロジャー·チリングワース

(Roger Chillingworth)の「罪」の描写には「植物」

が効果的に用いられていると思われる。ディムズ

デールと小部屋に同居してまで執拗に付け回すこ

とによって、心を弄んで体を弱らしていくチリン

グワースの復讐行為は、雑草が他の植物に絡みつ

き養分を奪っていく様子を連想させるのである。 

 

2「黒い花」と「黒い雑草」 

 第十四章Hester and the Physicianで、チリン

グワースはへスター·プリンと七年ぶりに半島の人

里離れた所で再会した。チリングワースが「薬草」

(herb)を採集している最中にへスターが話しかけ、

ディムズデールに自分のかつての夫が誰であった

かを告げることを決心したことを伝え、さらに、

ディムズデールを許し復讐行為をやめることを懇

願した。それに対して、チリングワースは、自分

自身に許す権利は無く、へスターの最初の誤ち以

後の成り行きは全て必然であり宿命であるのだと

言い放ったのであるが、そのセリフの中で「罪」

が、その時行っていた植物採集と関連づけられて

いるかのように、「悪の芽」、「黒い花」といったよ

うな「植物」に例えられているのである。 

By thy first step awry, thou didst plant the 

germ of evil; but,since that moment,it has 

all been a dark necessity....Let the black 

flower blossom as it may! Now go thy ways, 

and deal as thou wilt with yonder man. (CE

Ⅰ 174;下線は論者による、以下同様) 

以上に読み取れるチリングワースの全ての因果応

報を達観しているかのような宿命論は、「なぜこの

世には悪が存在するのか」という永遠の神学上の＊ あまこ・みつひさ 
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テーマに対する一つの厭世的な答えであるといえ

る。植物の一度地に播かれると後は加速度的に成

長するという一般的な特徴と罪の捉え方が重ねあ

わされているのである。 

また、第十章The Leech and His Patientで、

ディムズデールは雑草が薬に生成される過程を見

学するためにチリングワースの実験室を訪れてい

た。そして、チリングワースが調べている「不気

味な醜い植物」(a dark flabby leaf)について尋ねた

ところ、それは墓地から採取された死人の心臓か

ら生えてきたものであり、「生前に告白しておかな

ければならなかった罪」の象徴であることを聞か

されたのである。 

They grew out of his heart, and typify, it 

may be, some hideous secret that was 

buried with him, and which he had done 

better to confess during his lifetime. (131)  

この場面でチリングワースは明らかに、ディムズ

デールのヘスターとの姦通の罪をも暗示している

が、これに対してディムズデールは、その死人は

告白したくてもできなかったのだと擁護した。す

ると、チリングワースは、その「黒い雑草」にさ

らなる積極的な意味づけをしてディムズデールを

追い込んでいくのである。「黒い雑草」が生えてく

るのは「自然の力」が告白を望んでいるからだと

いう主張である。 

"Wherefore not; since all the powers of 

nature call so earnestly for the confession of 

sin, that these black weeds have sprung up 

out of a buried heart, to make manifestan 

outspoken crime?"(131) 

チリングワースは自分自身の復讐心を「自然の力」

という言葉と巧みにすり替えているのである。な

ぜなら、ディムズデールが罪の告白をするかしな

いかの狭間で苦しむことを誰よりも望んでいるの

はチリングワースだからである。つまり、この場

面での「黒い雑草」は青年牧師の「姦通」という

罪のみならず、老医師の「復讐」という罪をも象

徴しているのである。 

 

4植物への「変容」 

 チリングワースはこの悪魔的な行動を続けるこ

とによって容姿が徐々に変貌していくのであるが、

その様子がヘスターの目には毒草という植物と一

体化して映っているのである。ヘスターは「幻想

的な好奇心」(a half fantastic curiosity)に囚われて、

前述の会話の後に立ち去っていくチリングワース

の姿を見ながら、大地がチリングワースが指をさ

したところから毒草を生やすのではないかという

奇妙な思いにとらわれたのである。 

 

Would not the earth, quickened to an evil 

purpose by the sympathy of his eye, greet 

him with poisonous shrubs, of species 

hitherto unknown, that would start up 

under his fingers? (175) 

 

さらに幻想的な思いは膨らんでいき、チリングワ

ースが突然に大地に沈んで姿を消して、そこから

気味の悪い植物が繁茂するのではないか、とさえ

感じたのである。 

Would he not suddenly sink into the earth, 

leaving a barren and blasted spot, where, in 

due course of time, would be seen deadly 

nightshade, dogwood, henbane, and 

whatever else of vegetable wickedness the 

climate could produce, all flourishing with 
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hideous luxuriance? (175-76)   

以上の箇所からは、ヘスターがチリングワースが

毒草を創造することができる、もしくは毒草その

ものに変身することができるとさえ思っているこ

とがわかる。 

さらに、このことはヘスターのみならず、この

ロマンスの語り手にも共有されている観方である。

チリングワースにとってディムズデールは憎悪と

嫉妬の対象であると同時に、最大の生きがいであ

る復讐行為の相手として必要不可欠な存在であっ

た。そのために、ディムズデールが物語の最終場

面で処刑台上で絶命してしまった後は、日光にさ

らされて萎れていく「根こぎにされた雑草」のよう

に衰えていったと語り手によって描写されている

のである。 

 

All his strength and energy—all his vital 

and intellectual force—seemed at once to 

desert him; insomuch that he positively 

withered up, shrivelled away,and almost 

vanished from mortal sight, like an 

uprooted weed that lies wilting in the sun. 

(260)   

 

 

5「文明の悪の華」 

 第一章The Prison-Doorでヘスターが収監されて

いる「監獄」が、「文明の黒い華」(the black flower 

of civilized society)と表現されている。ホーソーン

が文明を「悪」と捉えている例は多くの短編に見

出すことができる。十九世紀アメリカを舞台とし

たThe Old Apple Dealerの中で、産業革命の象徴

である、当時発明されたばかりの「蒸気機関車」

が「蒸気の悪魔」(steam fiend)、The Snow-Image

ではストーブが「赤い目の悪魔」(a red eyed 

demon)、Ethan Brandでは石灰窯の「炎」から悪

魔を呼び出すという逸話が描かれている。火を利

用する「蒸気機関車」「ストーブ」といった明ら

かな「文明の利器」と同列に「監獄」が捉えられ

ているところにホーソーンの独自性がある。「監

獄」とは社会の体制派が逸脱者を一方的に閉じこ

めておくことができる場所、つまり、体制派にと

って非常に「便利」な施設なのである。魔女裁判

の判事を先祖に持ち、そのことに尋常ならざる罪

悪感を抱いていたホーソーンは「監獄」を「悪」

だと弾劾せずにはいられないのだ。そして、監獄

という「文明の黒い華」の飾りであるかのように、

その周辺には、「見苦しい植物」(unsightly 

vegetation)が生えているのである。 

 

3 Plantの二重の意味 

 医師であるチリングワースが“Doctor”よりも

“Leech”という単語で表現されていることには

深い意味があることは周知の事実である。Leech

には「医師」の他に「ヒル」という意味があり、

チリングワースが執拗にディムズデールに付きま

とって復讐を続ける様子が、人間の皮膚に貼り付

いて血を吸うヒルと類似しているというのである。

このようなダブル・ミーニングは Plant という単

語にも見出すことが可能だと思われる。Plantには

「植物」のほかに俗語として「罠」や「策略」と

いう意味がある。2チリングワースがしばしば植物

採集を行っていることは、治療に必要な薬を生成

するためという建前のみならず、その薬によって

ディムズデールを生き長らえさせて復讐を完遂す

るという本音があるのである。つまり、チリング

ワースは「植物」を「罠」として利用しているの

である。しかし、第9章The Leechでは、外面上

は二人の関係は親密度を増していき、健康維持と

植物採集のために海岸や森を一緒に散歩し、自然

のささやきを幸せそうに鑑賞しているのである。 
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For the sake of the minister's health, and to 

enable the leech to gather plants with 

healing balm in them, they took long walks 

on the sea-shore, or in the forest; mingling 

various talk with the plash and murmur of 

the waves, and the solemn wind-anthem 

among the tree-tops. (123)  

 

このような一見美しいロマン主義的な場面に、「植

物の罠」というグロテスクなゴシック的要素を見

出せるとすれば、それは、世界のパラドックスを

しばしば描き出してきたとされるホーソーン芸術

(Our Hawthorne is a figure not so much of 

ambiguity as of paradox and profound 

contradiction),3 の常套手段と言え、他の作品にお

いても見出すことができる。例えば短編の

“Rappaccini's Daughter”のラパチーニ博士が

栽培している人工庭園には美しい紫色の花

が咲いている。しかし、この花は猛毒を秘

めていてそれに触れる生き物は全て死んで

しまうのである。このように、ホーソーンが植

物に複雑な意味を込めるのには伝記的な要因があ

ると思われる。先行研究によって、ロジャー・チ

リングワースやラパチーニ博士のモデルとして、

ホーソーンの母方の叔父ロバート·マニング

(Robert Manning,1784-1842) が指摘されている。

4「薬草を採取、栽培するチリングワースには、十

九世紀のアメリカでは見慣れない草花を数多く栽

培 し て 論 文 ま で 書 い て い た 園 芸 業 者

(horticulturalist)、叔父ロバートの特性が重なる」、

5さらには「叔父に対する作家ホーソーンの複雑な

感情がチリングワースのディムズデールとの関係

に働いているのかもしれない。叔父ロバートのイ

ニシャルRはロウジャーのRでもある」といった

ものである。6 

 

4 Adulteryの二重の意味 

 ピューリタン社会はヘスターに罰として、胸に

「姦通」(Adultery)を意味するＡの文字の刺繍をつ

けることを義務付けた。これには、姦通行為の恥

を誰の目にも明らかにさせる効果があるが、その

結果、ヘスターと常に一緒にいる娘のパール

(Pearl)も社会の迫害を受けてしまうのである。パ

ールは露骨に「不義の子」(an adulterine baby)と

して認知されてしまったのだ。ところで、

adulterine という形容詞には「姦通によって生ま

れた」という以外に「混ぜ物の」という意味があ

り、動詞のadulterate も「混ぜて品質を下げる」

という意味がある。7 Leech や Plant と同様に

Adultery にも二重の意味が込められていると思わ

れる。例えば、ラパチーニ博士のグロテスク

な庭には、種類の違う植物が博士の天才的

な 科 学 技 術 に よ っ て 不 自 然 に 交 配

(adultery)させられており、それらはもは

や神の創造物ではなく、人間の堕落した幻

想の怪物のようであると描写されているの

である。 

 

...there had been such commixture, and, as 

it were, adultery of various vegetable 

species, that the production was no longer of 

God's making, but the monstrous offspring 

of man's depraved fancy, glowing with only 

an evil mockery of beauty. (CE X110) 

 

ラパチーニ博士は現代の遺伝子組み換えに

も似た技術によって植物を操作して自然界

に本来は存在しえない猛毒を作り出してし

まったのである。「庭」はラパチーニ博士

にとって、自分の科学のユートピアを創り

上げるための重要な場所なのである。一方、
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チリングワースも 17 世紀にヨーロッパ大陸から

アメリカに渡ったピューリタンの例にもれず、宗

教的なユートピア建設を目指していた。しかし、

到着後はアメリカ原住民に捕獲され、しばらくし

てからボストンの入植地に連行されて最初に目に

した光景は、自分の妻が明らかに他の男との間に

作った子供を抱いて処刑台に上げられている姿だ

ったのである。この瞬間に夫としての自尊心や宗

教的な大義はもろくも崩れ去ってしまったのだ。

この絶望的な悲劇はチリングワースを冷酷な復讐

者に変容させ、自分だけの悪のユートピアを作る

ことに向かわせたのである。そして、そのユート

ピア建設のかっこうの舞台となったのがディムズ

デールの肉体と精神だったのである。チリングワ

ースは、ディムズデールとの愛のユートピアを作

ろうしていたヘスターにむかって、「彼はわたし

のものだ」(“Not the less he shall be mine”76)と宣

言した。このセリフは、ユートピア建設に必要な

土地の取り合いとも解釈できるのである。チリン

グワースは自身の優れた知性を尽くして青年牧師

の内面に入り込んで自由自在に暗躍するのである。

その様子は「牧師の内面の観察者から主演男優に

なった。」 ("He became, thenceforth, not a 

spectator only, but a chief actor in the poor 

minister's interior world."140)と描写されている

とおりである。そして、チリングワースが主体的

にディムズデールの内面で行っていたことは、罪

の「交配」(Adultery)であると思われる。姦通の罪

と、それを隠しながら敬虔な牧師として振る舞う

という罪が「混合」したものから生じる罪悪感が

ディムズデールを心底苦しめているのである。そ

して、この八方ふさがりの精神状況こそがチリン

グワースの復讐欲を満たしているのである。チリ

ングワースは薬を処方することによりディムズデ

ールを生き長らえさせて、牧師としての務めを果

たすことが可能な期間をできる限り延長させて、

二つの罪の板挟みにさせているのである。つまり、

チリングワースは二つの罪を「交配」させ、より

強力なものを作り出すことに成功したのだと思わ

れる。 

 

5 Jackson Pollockとの親和性 

 美術評論家のClement Greenbergは、Jackson 

Pollock (1912~1956)の絵画と Poe や Melville や

Hawthorne といったアメリカンルネサンスの作

家の文学作品との間の共通性を指摘した。ポロッ

クがアクションペインティングという手法を用い

て描く絵画とチリングワースやラパチーニ博士

が創り上げた悪の世界には共通性があると

思われる。ポロックの絵画には、キャンパ

スに絵具を垂らすという造形の偶然性が多

大に入り込んでいる。 

視覚的にも植物の根が無秩序に絡み合って

いるかのような効果を生み出している。一

方、チリングワースの悪のユートピアも、神の必

然性が欠落し、ディムズデールの内面の様々な罪

が混じり合っていく偶然性を観察するという行為

に基づいているのである。つまり、チリングワー

スはディムズデールの白い胸というキャンパスに

悪の絵を描いたのである。 

したがって、胸のＡの文字が意味するものは、

Action paintingのAとも考えられるのかもしれな

い。 
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